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	産後ケア 事業
	スマイルママ・ホッと事業
	産後のお母さんをしっかりとサポート！
	産後は、お母さんの心身が最も不安定な時期です。 京都市では、産後のお母さんが、地域で安心して子育てができるよう、 産科医療機関や助産所等での産後ショートステイ・産後デイケアを 通じて、お母さんの心身のケアや育児サポート等の支援を行います。
	対象者
	申請 方法
	京都市に住民票がある産後1年未満のお母さんとその赤ちゃん ※ 発熱をしている方、乳腺炎や感染症などの入院治療が必要な方は利用できません
	\ 電子申請を受け付けています / 直接、利用を希望する施設と電話等で日程の予約調整を行ったうえで、 電子申請をしてください。電子申請及び委託施設の一覧等はこちら の二次元コードからご確認ください。 ※ 妊娠中に申請することはできません。 ※ 利用開始日から4 営業日前までに申請してください。

	利　用　の　流　れ
	③申請受付 メールが届く

	サ　ー　ビ　ス　の　種　類
	産後ショートステイ（宿泊型） 利用開始時刻から 24時間以内の利用を1 回とします。

	実施場所
	サービス内容（どんなことができるの？）
	お母さんのこと ●授乳の相談（乳房手当など） ●離乳食の相談 ●生活・育児の相談 ●身体に関する相談 ●お母さんの休息　　など
	赤ちゃんのこと ●発育・発達状況の確認や相談 ●沐浴の実践とアドバイス ●排泄の確認 ●スキンケア　　　など

	利用期間
	産後１年未満
	利用日数
	産後ショートステイ及び産後デイケア各々で７回以内
	利用料 (１回あたり)
	階層区分
	産後ショートステイ
	産後デイケア
	減免前
	減免後
	減免前
	減免後
	　A(注１)
	４，９００円
	３，６００円
	２，４００円
	１，２００円
	２，４００円
	０円

	　C(注２)
	４９０円
	０円
	２４０円
	０円



	利用料を減免します！
	「スマイルママ・ホッと事業」を利用した方からの声♪
	問合せ先
	京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部子ども家庭支援課 電話：０７５－２２２－３９３９



